
令和４年度 全国高等学校選抜自転車競技大会 報告 

祝 学校対抗総合 第 5 位 

 

日 程  令和５年３年１０日(木)～１３日(月) ４日間 

 

会 場 〈トラック・レース〉  福岡県 小倉競輪料（メディアドーム）周長 400ｍ  

〈ロード・レース〉  大分県 オートポリスサーキット 

 

 昨年度の全国大会からアスリートの肖像権を守ること、新型コロナ対策としてフィール 

ド内での写真撮影が制限されていますので、競技の写真はない報告となります。 

 レースの模様はすべてユーチューブに上げられていますので、興味のある方は検索して 

ご覧いただければ幸いです。  

また、最終結果（リザルド）は全国高体連自転車競技専門部ホームページを見てくださ

い。 http://hs-cycling.com/ 

 

本校からは、塚本 橋本 三浦 チームサポートとして 渡辺 が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ケイリン予選  三浦（１年生）  

 今年度からケイリンの参加人数制限がなくなり、２００ｍフライングタイムトライアル

のタイムにて、上位４２名が本戦に臨めるスタイルに変更となった。７７名のエントリー

で、本戦に進めるのは４２名。 

三浦は全体の１５番目でスタート。自己ベストを大きく更新する１２秒０８３で走るも

予選４８位となり、本戦に進めずここで敗退 来年に期待！ 

 

 



４ｋｍ速度競走  予 選  塚本（２年生）  

予選２組目 ５番キャップでスタート。スタートで２番手につけホームの先頭責任を１

本とり集団の後方へ、序盤からとても速い展開なので先頭交代が半周ごとに行われ４周目

のバックで先頭責任を取り先頭責任完了。その後スピードについて行けない選手が先頭か

ら脱落し集団がばらけ一人で逃げる選手も現れたが良い位置取りをキープしながら最終周

回へ予選通過できるのは４名のため、集団の３位まで順位を上げ難なく、予選通過 

 

 

ポイントレース 

予選  橋本（２年生） 

予選３組目 ２番キャップでスタート。 

競技場はドームで風が無く、予選は 

１２ｋｍで行われるためスピードに乗 

った展開が予想される。 

３回目のポイントが終わったところ 

で集団にゆるみが出たので、すかさず 

橋本は作戦通り逃げに出る。 

ここでは簡単に２名の逃げが決まり、 

集団の意に反して、そのまま２人で逃 

げ切り２位で予選通過。（通過者５名） 

決勝進出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ｋｍ速度競走 準決勝  塚本（２年生）  

準決勝２組目 ７番キャップでスタート。準決勝は１２名で走り決勝には５名が上がる

スタイル。今回はスタートが上手く決まらず５番手につけ、集団の先頭交代を待っている。

３周回目のバックで先頭責任を１本とり集団の後方へ、準決勝も非常に速い展開なので先

頭交代が半周ごとに行われていたが、やはりスピードについて行けない選手が先頭から脱

落し集団がばらけて落車が発生。この時点で先頭から１００ｍほど遅れているので万事休

すと思われたが、先頭責任を完了しているのが４名であることを確認していた塚本は、ゴ

ールで１位なら決勝に上がれると、最終周回で猛烈なダッシュで前を走る選手をごぼう抜

き、１位でフィニッシュ。先頭責任は完了できなかったが、何とか５位で予選通過。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ｋｍ速度競走 決 勝  塚本（２年生）  

決勝 １０番キャップでスタート。コース抽選で有利な 1コースを引き当て「大吉」 

スタートを決めて２名で先頭を走る展開。塚本は、まずバックの先頭責任を取って 2番手 

に付ける。ここで焦らずに２人で行けば良かったのだがホーム側で先頭責任を取りに行っ 

て逃げる２人の意思疎通ができず、３周回目のバックの先頭責任を取るも先頭責任は完了 

できず。決勝も速い展開なので一旦集団の後方に引いたが、ここで中切れが起こり落車も 

発生し集団がバラける。ここで優勝候補の選手２名が上手く抜けだした。 

塚本は後方の３名と先頭交代をしながら前を行く４名を追うが、やはりスピードが落ち 

ないので距離は詰まらず。このままゴールスプリントとなり、塚本は５着でフィニッシュ 

最終順位も５位となり、全国選抜大会 ４ｋｍ速度競走 ５位 入賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ポイントレース 決勝  橋本（２年生）   

 ポイントレース決勝は、予選の倍の 

距離２４ｋｍで行われます。 

スタートから速い展開で２０名の集団 

３周回目で先頭に出た橋本は 4番と２人 

の逃げが決まり、第１回目のポイントを 

１位で通過(５点）。このまま２人で逃げ 

たかったが、４番とは上手く逃げられず 

に集団に戻る。２回目以降のポイントは 

全て速い展開のままで集団スプリント合 

戦になり、逃げに出たい橋本にとっては 

ガマンの展開。集団のスプリント合戦に 

より得点がばらついているので、僅差で 

の入賞争い。 

ドームでのレースのため、中盤に入っ 

ても集団のスピードは緩まない。後半は 

橋本も含めて積極的に逃げ出る選手もい 

たが、ポイント周回で追いつかれ、逃げ 

が決まらない。 

後半に３回の得点を得るも総得点９点 

で、入賞するためには最終フィニッシュ 

の倍点を取りに行くしかない橋本。 

 しかし、残り 1周回の鐘が鳴らされた時点で７～８番手の苦しい位置、万事休すと思わ 

れたが渾身の力でペダルを踏み切り何とか 2着でフィニッシュ。ゴール倍点の 6点を加え 

て得点１５点。上位入賞を期待し、最終順位のアナウンスを待ちながら、バンクを引き上

げる途中、同点者がいるが、橋本のフィニッシュ順位が上であったということで、橋本が

２位とのアナウンス。全国選抜大会ポイントレース ２位 の表彰台に上がることになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



最終日 ロードレース  塚本（２年生） 橋本（２年生） 

 朝からの気温が低く（早朝は０℃）真冬並みの寒さのため距離を５３．２ｋｍに短縮し 

て実施。塚本・橋本ともに先頭集団。１４６名でスタートするも１周で早くも８０名程度 

の集団。サーキットコースの周を追うごとに集団は小さくなり最終回は３０名程度の集団 

となった。橋本は途中一人逃げをするなど積極的に先頭集団を引っ張り好位置で最終回に 

塚本の最終回は先頭集団から少し遅れて前を追う展開。 

ゴールに向けて、橋本はばらけた先頭集団の前方にいるも１１位でフィニッシュ。ポイ 

ントとのダブル入賞は惜しくも逸す。塚本は、先頭集団に遅れるも４７位でフィニッシュ 

トラックの疲れもある中、２人とも見事に完走しました。 

 １４６名出走で完走者は５７名と距離を短くした割に厳しいレースとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国選抜自転車競技大会 学校対抗総合 5 位 

橋本、塚本のトラック競技での順位得点１１点をもって、茨木工科高校として初めて 

全国大会で学校対抗総合５位に輝きました。 

２人の活躍と、サポートに徹した同じ２年生の渡辺に拍手！です。１年生の三浦には 

来年に期待しながら大会を終えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ご声援ありがとうございました。 



                                

                               


